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 に、無形資産の中でも米国においてもその投資額の多さを考慮し、資産化し貸借対照表への記載を
 促すような提言がなされている研究開発費に焦点を当てた。そして、この研究開発費の資産化の実
 効性を実証した米国の実証論文の論理と実証過程を追いながら、我が国の産業に対して資産化モデ
 ルの適用を試み、研究開発資産とい'う無形資産の価値情報の有用性を検証し、今回提言した資産化
 モデルが一連の会計のアライソメントに寄与できることを論証した。
 考察の結果、現行の財務システムは技術革新、競争の増加、規制緩和などの要因によって、企業
 に影響をおよぼす変化の増大および変化の結果を反映する現システムに問題があるため、市場価値
 と財務情報の間の適合性に乖離をもたらすとともに、費用・収益対応のプロセスにも負の影響を与
 えていることが実証研究によって明らかにされるとともに、無形資産投資を資産化して計上させる
 ことおよび当期以前の財務報告のシステマティックな修.正再表示が、財務情報の有用性の改善に向
 けて提言されていることを示した。しかしながら、企業規模が拡大化しかつグローバル化していく
 現在にあっては、技術革新の源泉である研究開発費や広告宣伝費等に支出される金額もますます増
 大する傾向にある。さらに企業価値や競争力の源泉が有形資産から無形資産にシフトされつつある
 状況下では、現行の会計システムによっては解決されえないことが多く出てくる。したがって、
 Lev&ndZarowin(1999)他の研究者が実証研究に基づいて指摘した過去20年間にわたる財務情
 報の有用性の低下を改善するような無形資産に関する新しい基準の設定こそが財務情報の重要性を
 高め、ひいては投資家の投資意思決定に対する有用性を与えるとも考えられる。
 さて、日本においては、これまで財務情報の低下を指摘するような実証研究は見られなかったが、
 本論文の考察においては研究開発支出比率の高い企業のサンプルデータにおいては財務情報の有用
 性が低下していることが見受けられた。
 加えて、本論文においては財務情報の有用性の下降という議論の中、無形資産の情報有用性に焦
 点を当て、研究開発資産という無形資産の価値が株式およびストックリターンとの相関関係によっ
 て説明され、投資家の企業評価の重要なファクターとなり得るかについて検証した。実証の結果
 GAAPで定められている従来の当期の費用として計一ヒして処理するよりも研究開発資産として計
 上した場合の方が株価との相関関係があることが検証され、企業評価における研究開発無形資産の
 有用性が明らかにされた。
 このように無形資産の価値情報の有用性が検証された一方で、無形資産にあたる項目の価値情報
 を企業が開示またはオンバランス化しないために様々な影響が出ていることも明らかになっている。
 確かに、先にあげたような無形資産は貸借対照表に記載されない。それは、米国や日本だけでなく
 国際会計基準においてもそれを要求していないからである。このように、現在の潮流としてただ無
 形資産価値の重要性が認識されたとしても、企業活動を反映する貸借対照表が従来どおり有形資産
 や金融資産のみしか記載しないとすれば、無形資産を重視するという論理は空論になりかねない。
 それゆえ、研究開発資産のような無形資産に該当する価値情報を認識し経営システムに据えてこそ
 企業価値の増大につながるとも言えるであろう。しかしながら、無形資産に関してはその測定可能
 性の問題が起こる。それゆえ、本論文の考察のような無形資産投資に焦点をあて、その資産性を検
 証するような研究の必要性があるだろう。今後は、このような点を重視し、無形資産の価値情報と
 企業価値の関係をさらに研究していくことを課題としたい。
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